
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シャックに並ぶ無線機器を眺めていると、時空を遡り人生を顧みる時がたまにあります。無線機に刻

み込まれた懐かしさと親しみから、たとえ働かずとも、恐らく二度と使うことがなくても、その無線機

を手放せない不思議な力を感じます。 

2006 年 5 月に新居へ移り、名機と呼ばれる無線機達を再び新しいシャックにレイアウトしました。

シャックで無線機達を眺めて居ると、何処に居る時よりも心が落ち着きます。愛用している無線機達と

多くの時間を共に過ごすシャックは、言葉では表現しつくせない特別な私の空間です。コリンズが大好

きで、主にＨＦを運用する筆者のシャック（無線空間）をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ココリリンンズズのの愛愛好好者者ががシシャャッッククにに拘拘るる  

往往年年のの名名機機にに囲囲ままれれ  

      HHFF 帯帯のの無無線線空空間間をを存存分分にに味味わわうう  

～～憧憧れれたた無無線線機機達達ががララジジオオ小小僧僧ををここここままでで育育ててててくくれれたた！！～～  

JA1BBE 出野義則（Yoshinori Ideno） 

 

 

 

こだわ 

さかのぼ じくう 

写真１ 大好きなコリンズ達の横顔（KWM-2A は主に 3.5MHz、S ラインは 7MHzと 14MHz で大活躍） 

 



毎日が無線三昧の生活 

 最近週末はもっぱらシャックで実験の日々が続いています。テーマは、アンテナに送り込まれてくる

高周波を検出しアンテナが動的に最適な状態を作り出す賢い装置の開発です。実験中、シャックが綺麗

に片付くことはなく、足の踏み場もない状態が延々と続きます。そんな散らかったシャックですが平日

はほぼ毎晩、生活の習慣としてコンデションが良いバンドを選び小一時間 DX や国内 QSO を楽しみま

す。週末の実験は勿論失敗の連続で、頭を冷やす時などにも QSO を楽しみます。愛用しているコリン

ズでお恥ずかしい失敗談をネタに交信すると、みなさん「成功を期待しています」と励まして下さるや

さしい方ばかりです。楽しく充実した日々が過ごせるのもハムを趣味に持てたことと、理解ある XYL

のおかげだと感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 実験中の散らかったシャック 国産機達は発信機として大活躍 

写真２ 実験中コリンズ達は大人しく BGM 役を務める 
 

 

写真１７ 筆者 

JA1BBE，JA9NBB/1 

 
写真１８  コリンズ達と

7MHz で無線を楽しむ筆者 



コリンズ達のオペレーション机 

 我 が シ ャ ッ ク の し き た り は コ リ ン ズ 達 が 上 座 で す （ 写 真 ４ ）。 Ｓ ラ イ ン

（ 75S-3B,32S-3,516F-2,312B-4,30S-1）と水晶を加えワークバンドもカバーする KWM-2A

（KWM-2A,312B-5､516F-2,30L-1）とゼネカバの 51S-1(51S-1+312B-3)です。一昔前のシャックには

世界最初の SSB 機 KWS-1 と 75A-4 や KWM-380 などが大きなスペースを占有していましたが、引っ

越すことが決まり新しいシャックには全て並べられないことから仕方なく愛用してくださる方へ嫁が

せました（涙）。コリンズ達の真空管から発せられる温もりのある輝きは、50 年前の少年時代を思い出

させてくれます。コリンズ達を眺めていると仕事の疲れも癒え、明日への力が湧き出てきます。何故だ

か私も不思議ですが家族はコリンズ病（こりない病という意味）と名付けてくれました。長時間ワッチ

しても全く疲れない受信性能、40～50 年前の製品とは思えない安定した品質、いまでも多くの方が語

り継ぐコリンズの凄さと魅力、コリンズ達は時空を超えた無線機の１つだと思います。 

 新シャック作りでは、コリンズ達を決して積み重ねることはせず、1 列に並べることにしました。操

作が必要なものは全て目の高さにレイアウトし、操作しやすいシャックを作るのです。既製の机でコリ

ンズ達を１列に並べられるものは勿論ありません。材料を集め全て手作りのコリンズ専用オペレーショ

ン机です。コリンズ達のケースには放熱のための穴がたくさん開けてあり、埃が自然にたまります。埃

をなるべくかぶらないように隅々まで掃除ができるよう車を付け、コリンズ達を載せたまま机ごと移動

できるようにもしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ コリンズ達を載せたまま移動できる専用机と台車 

写真の左から 30L-1 KWM-2A 312B-5 75S-3B 312B-4 32S-3 51S-1 30S-1 

やまい 

 



30S-1 は重量が 70kg 近くあり単独の台車に載せています（写真５）。台車に載せておけばメインテナ

ンスも容易に行うことができます。30S-1 は Power も十分にあり、ファンの音が静かで、大好きなリニ

アアンプです。ファイナルチューブは 4CX-1500B に変えて検査を受け使っています。 

コリンズ達は電源に 115V や 230V が必要です。200V を入力に 5KVA の電源トランスを使いコリン

ズ達が好む電源を用意しました。電源トランスは専用机の右袖に組み込んであります。（写真６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マイクもコリンズ純正の SM-3 や MM-1 やアーサー・コリンズ氏がお気に入りだった EV-664 などを

使い、通信に重要な明瞭度に優れた音（少し硬い音と言われます）を作り出します。50 年前の技術です

が、今日のハイテク無線機に勝るとも劣らない製品を提供していたコリンズ社、ハンダ付け１つを取っ

てもその凄さを味わうことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 5KVA の電源トランス 

写真５ 台車に乗った 30s-1 

写真７ダイナミックマイクの SM-3 写真８エレクトロボイス社の EV-664 

  

 

写真５ リニアアンプの 30S-1  

 



国産リグ達のオペレーション机 

 国産リグ達は日当たりのよい下座（無線機にとっては決して好ましいとはいえない場所）に陣を与え

てあげました。JST-245D+JRL-200F と FTdx9000MP+JRL-3000F の２組です。国産のリグ達は、バ

ンドや周波数を変えてもチューニング操作は不要でとても便利です。400W 機に 1kw のリニアは不要で

はないか？とよく言われますが全くその通りで、クラス A で運用をしようと考えての事でした。国産の

リニアアンプはファンの音が気になりシャックの隅にスペースを与えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

換気口からケーブルを引き込む 

 最近の住宅には換気口の設置が義務付けられ、同軸ケーブル 

などをシャックに引き込むには好都合です。壁に新たな穴を開 

けるのは家屋のためにも避けったい所です。アンテナは５基あ 

りますが全てのケーブルを引き込むのは気が進まず、換気口か 

ら最低限必要なケーブル（3D2V の同軸 1 本、ローテータのケ 

ーブル 1 本、CD78Jr のケーブル 1 本の計３本）を引き込みま 

した（写真 10）。シャックの外にアンテナ切り替え器を設置し、 

同軸ケーブルを信号ケーブルとして使い制御しています。 

 

 

写真９ 日当たりのよい場所に陣取る国産リグ達  

左から JST-245D、FTdx9000MP マイクはSONYのC-38B 

 写真１０ 換気口からケーブルを引き込む 

 



 

保安用アースと落雷対策 

 落雷対策は、同軸とアンテナへのコントロールケーブルを全て外すのみです。万一タワーに落雷があ

れば、大地の電位が急激に上がり、アースラインから無線機を経由して商用電線を伝い電位の低い大地

の所へと電流が流れ無線機に大きなダメージを与えます。電波法では保安アースが必要なので、同軸ケ

ーブルのシールド側をタワーの根元にアース（接地抵抗 3.7Ω）しています。夏場など落雷の危険性が

高い時には同軸を外すことで、直撃に伴う被害と大地が高電位になることから生じる被害の両方の対策

を１つで行っています。アース専用線を使わない方法です。 

 

電波障害を発信源で止めるシャックの対策 

 電波障害の多くは、コモンモード電流によるものです。アンテナの調整を完璧に行うことで解決でき

ますが、念のためにシャックからコモンモード電流がシャックの外へ流入出しないように対策を講じて

います。写真11は自作のコモンモードフィルターでコアー（FT-114-43材）が16個繋がっていて1.8MHz

～50MHz に使用しています。写真１２は電源用のコモンモードフィルターです。無線機達へのエネル

ギー供給は AC200V のラインのみを使い、コモンモード電流の逃げ道を複数設けないことがベストです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源の切り忘れ対策 

 ローテータや DC 電源の POWER スイッチは個別に OFF にはしません。AC200V のブレーカ（写真

13）を落とせば、全ての無線設備の電源は断たれ OFF 状態になります。急いで出かける時など非常に

便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真１３ 無線設備の全ての電源を担うブレーカ 

 
写真１２ 電源用コモンモードフィルター 

 
写真１１ コモンモードフィルター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ndシャックへの想い 

 住宅地域ではローバンドでノイズに悩みます。筆者宅ではたまにノイズで S メータが 9 を指し示すこ

ともあります。Power にも気を使いながらの無線運用が強いられます。別荘地で無線を楽しんでおられ

る方の設備を拝見いたしましたが信号がない周波数は S メータがゼロを指し示し静かでした。Power

にも気を使うことなく運用されています。住まいは移さず、2nd シャックを人里離れた所に設け、週末

は 2nd シャックから直接電波を発射し、平日は遠隔操作で自宅から 2ndシャックをオペレートしたいと

思っています。ハムを楽しむ環境の汚染が進むに連れ、シャックの場所や設備の作り方も変えねばなり

ません。その時コリンズ達は、週末のみの運用を強いられることでしょう。 

 

 

 

 

 

写真１４ コリンズ達と居ると心が安らぐシャック 

（どこの国から聞こえるかワクワクしながらコリンズでバンドを覗く）

る） 

写真１６ 机の右袖の扉を開くと 

JRL-2000F（リニアアンプ） 

 

写真１５ 机の左袖の扉を開くと

JRL-3000F（リニアアンプ） 

  


